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１０月２４日、石井啓一国土交通大臣へ静岡市の

防災対策や地域活性化のための主要整備事業

に対して陳情に伺いました。 

・巴川などの雨水浸水対策 

・由比地区地すべり対策事業 

・清水港大型クルーズ客船の受入環境整備 

・興津地区人工海浜、小型船たまり整備 

・国道１号静清バイパス 清水立体整備 

・日本平、三保松原などの整備 

・ＪＲ草薙駅周辺の整備 など 

2016.10 

未来へチャレンジ! 

静岡市議会議員 

山梨渉 市政報告 

 

清水の声を石井国土交通大臣に陳情 

高齢者の生きがいづくりや孤立防止、介護予防につながる取り組み

「介護ボランティアポイント制度」の導入を進め、高齢化や介護需要に

対応するための地域人材づくりの必要性を主張して参りました。 

元気いきいき!シニアサポーター制度を導入 

スタンプをためるサポーター手帳と案内チラシ 

12 Vol. 

平成 27 年から「元気いきいき！シニアサポーター事業」とし

て介護事業所などにおけるボランティア実績に応じて、地域

特産品などと交換ができる事業として始まりました。 

平成２８年度からは当初の主張通りＳ型デイサービスへ

対象が拡大。ボランティア登録サポーター数は前年度

比３．６倍となる４,８８７人(２８年９月末)まで増え、Ｓ型デ

イサービス全体の９３．８％にまで浸透しました。地域支

え合いの輪がさらに広がる事が期待されます。 

登録サポーターは３.６倍に増加！ 

初の議会質問で強く導入を訴える 

Ｓ型デイサービス会場で制度の実施状況を調査 

山梨わたるの主張がカタチになりました！ 

 



 

あなたのご意見・ご要望をお聞かせください 

控 室 ： 静岡市葵区追手町 5-1  ＴＥＬ 054-254-2769 

 
 自 宅 ： 静岡市清水区興津中町 1356-25  ＴＥＬ 054-368-5540  Ｅ‐ｍａｉｌ ｗ.ｙ＠ｕｖ.ｔｎｃ.ｎｅ.ｊｐ 

公明党静岡市議会 検索 

「ひきこもり」の状態にある若者は静岡市内に３５００人程いると

されます。悩む若者、家族への相談や訪問支援を強化し、社会

参加を後押しするために支援センター設置を強く訴えて参りまし

た。平成２７年４月より静岡市ひきこもり地域支援センター「Ｄａｎ

Ｄａｎしずおか」が開設され、相談件数が大幅に増加しました。 

ことばの遅れや発音等が気になる幼児のことば等の発達を促し

ていく施設である幼児言語教室。ニーズが高く、受入れてもらえな

いと保護者から切実なご相談をお受けしました。教室の増設を議

会で訴え、２６年９月に清水袖師小学校に新設されました。これで

清水区内の幼児言語教室の待機児童が大幅に解消しました。 

不育症とは妊娠はするけれど流産や死産、早期新生児死亡など

を２～３回以上繰り返してしまう状態をいいます。治療費用が高

額になるため、少子化対策のために助成をすべきと議会で訴え、

平成２８年度より不育症治療費助成制度が実現しました。 

ひきこもり地域支援センター開設 

不育症治療費の助成制度を導入 

センター開設後、所長から利用状況を伺う 

京都市で不育症助成制度の先進事例を学ぶ 

空き教室を有効活用した幼児言語教室 

地域の声に素早く対応‼ 

平成２６年１０月の台風１８号は浸水被害、土砂災害をはじ

め、市内各地に大きな被害をもたらしました。各地の災害発

生現場へ急行し、関連行政機関と連携を取り合い、迅速に

対応。早期の復旧工事が図られました。災害に強いまちづく

りを進めるため、市民の声をカタチにして参ります。 災害発生現場で、地元住民の声を伺う 

幼児言語教室を袖師小学校に新設 

全国政令市２例目！上限１０万円を助成 

保護者の声がカタチに！清水区待望の２ヶ所目 

２７年度相談受付件数 前年比３．４倍に！ 

ネットワークで災害復旧 


